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殺がメディアでも度々取り上げられている。今日、少子化 時代と言われているにも関わらず、小中高校生の自殺者数 減 の兆しが全く見ら な のが現状である。警察白書によ と
（３）
  近年のいじ














の中で、機械技術文明の副作用として、人間性の自主性喪失、欲求不満、自己不信、自己軽視などを挙げ、また 科学の限界として 科学の法則や技術の相対性の限界 指摘し、個人 尊厳性の目覚め必要性について述べている。即ち、個人の尊厳性に目覚める正法眼を持つことの必要性を ものである。 の中で 教 現場における『典座教訓』の必要性に言及し、 「教育実習につい の正法眼眼目の至道として禅家教育の宝典 典座教訓の一色弁道の信念ならびに三心の教訓を身につけることを教育実習者に切望す 」と述べている。
（５）
　これは教育・保育の現場にも通じる考え方といえる。 それ故に、
本論では、道元禅師の著作である『典座教訓』の「三心」をもと して、道元禅師の「命 尊厳」に対す え 、仏教保育の現場に展開することを目的とする。その際に大切なことは、幼児期の教育・保に直接関わる保育者の仏教理解が前提となり、その果たす役割が大き
― III ― ― II ―
い。そこで現場の保育者が保育の現場に展開できる教えを導き出そうとするものである。
　









稚園教育要領』 ・ 『保育所保育指針』に従って教育・保育が展開されている。私立、 法人立等の ・保育所においても 幼稚園教 要領』 、『保育所保育指針』の基準に従って保育が展開されており、公教育の性質も同時に含んでいる。特に公的認可を受けている幼稚園、 所においては、教育・保 内容も『幼稚園教育要領』 、 『保育所 指針』に準じ、園舎、園庭、幼稚園教諭、保育士の定数を充足す など、種々の公的基準を満たすことが条件となり、それらの基準を満たして運営している。その中で、仏教保育を提唱してい 園においても同様である。仏教保育とは、一般的に仏教寺院などを中心 設立、運営されいる幼稚園、 所で実践されている保育 あ と うことができ、それらも前記の種々の公的基準を満たして運営している。
 （８）
そこで、幼児教育の現場において、 「命の尊厳」はどのように取り









































































「命の尊厳」 についても、 しっかりとした指導を行うことが必要であり、数々の遊びを通し、 学びが確立す ように指導することが大切である。同時に、それには保育者 果たすべき役割が大きく、子どもの潜在な可能性を踏まえ、それぞれ 子どもの人間的な価値を引き出すことができるような具体的な指導が必要となる。この『幼稚園教育要領』において、 「命の尊厳」 言及 ている部分は、 「第２章
　
ねらい及び



































― V ― ― IV ―
・ 「動植物の飼育や栽培の手伝いを通して、それらへの興味や関



































『保育所保育指針』において、 「命の尊厳」に言及している部分は、 「第八章四歳児の保育の内容」から「第一〇章六歳児の保育の内容」と四歳児から六 へと段階的に取り上げられている。子どもは親しみを持てる動植物を見たり、触ったり、世話をすることなどを通して、親しみ、いたわりの気持ちを持ち、そして生命の尊さに気づく、保育者はそのきっかけを与えたり、動植物への関わり方を伝えていく必要がある。保育所では、幼稚園と同様に身近な動植物を通し、その命の尊
さ、愛護の気持ち、感謝・いたわりの気持ちなどを教えていくことの大切 が説かれている。また、飼育・栽培を通して自然に対する「畏敬の念」 を育てるように説かれて る。また、 「命の尊厳」 について 「子どもの生命を守る」ことにも言及され、特に虐待から子どもの生命を守ることについて説かれている。
（
11）  保育所においても子どもの主体
性を尊重し、子どもの生きる力、伸びようとする力を支え 一人ひとりの子どもの発達過程を踏まえて育 ていくこ が大切であるといえる。３．仏教保育の中で説かれる「命の尊厳」につ て
それでは仏教保育の中で「命の尊厳」は、どのように説かれている






































































































































































































































































































































の三種の心（ 「喜心」 、 「老心」 、 「大心」 ）を忘れてしまってよいことがあろうか。
以上、 「命の尊厳」について、この『典座教訓』の「三心」の中で、
「喜心」とは、 「喜ぶ心」のことであり、自分自身の命のめぐり合わせに対し、感謝し、喜びの心を持って日々の生活を送ることが大切であると説いている。「老心」とは、父母の心であり、父母が我が子を思う心である。 「老心」は無所得に親が子を思い、養う時のように、全ての生き物に対しても慈しみ、愛することが大切であると説いている。「大心」とは、大山のように高く、大きな心であり、大海のように深く広い心であり、偏らず、固執することのない心である。 「大心」は大きな心で全ての生き物の命を平等に捉え 捕われ、差別することのない心で接することが大切であ と説いている。以上のように『典座教訓』の中で「三心」 （ 「喜心」 ・ 「老心」 ・ 「大心」 ）
の教えに基づいて、全ての生き物の「命の尊厳」についての教えを読み取ることができる。５．道元禅師の説く「命の尊厳」の保育現場への展開
道元禅師の説く『典座教訓』では、 の一職は修行僧の弁道をつ
かさどり、衆僧供養 ための典座であり、古来より「道心」 ある師僧や、発心の高士が充当し 職である。それ故に「道心」 無い者が
― XI ― ― X ―
〔表１　「仏教保育１年間のねらい」〕②
年齢別各月の保育のねらい
２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

























































































































































































































































































よく遊び、 よく働き、 自分をとりまくすべての人たちとともに、 楽しい
社会を生み出すように努めよう。
― XIII ― ― XII ―
典座職になっても苦労のみで、無益であると説き、そして一人ひとりの修行僧が安楽になるような食事の供養が大切であると述べられている。これは修行僧の食事供養のみに限られるものではなく、日常の生活においても同様な生き方といえる。それは専一に心を込めて食事を供養するような心が大切である 説いているもので、仏教保育の現場にも通じている。仏教保育 おい は、 「命の尊厳」を教育・中心 据え、最大の課題としている。 「命の尊厳」に基づいた仏教的で、理想的な人間像を目指す教育・保育は、現代 社会 おいて 必要といえる。また仏教では、個々の人間性 尊重 生命の尊厳、基本的な人権の尊重など、人間本来の姿を説き続けてきて る。それは道元禅師の『典座教訓』の「三心」 教え 中にも見出すことができる。そしてそれらを仏教保育 おいて引用し、展開することが大変有効教育・保育の実践 なり得る。そのような意味において、この「三心」の教えを、仏教保育の現場に展開する必要があると考える。
そこで、具体的に日本仏教保育協会の示す「仏教保育の三綱領」の





































と） 、 「持戒」 （戒律を守ること） 、 「忍辱」 （苦難に耐え忍ぶこと） 、 「精進」 （真実の道をたわまず実践す 禅定 精神を統一し、安定させること） 、 「智慧」 （真実の智慧を得ること）の六つである。 「四摂法」とは、
（
16）多くの人々を仏の道に導いていく方法であり、 「布施」

























































































































― XIII ― ― XII ―
４月のねらいは「合掌聞法」であり、 「入園・進級を喜び、園生活





























している。仏教の教え「六波羅蜜」 、 「四摂法 中で共通に説か ている「布施（与えること） 」に基づく内容であり、 「布施」 は 本来他人に金銭や衣服や食料 どを施したり（財施） 、正しい教えを説いたり（法施）することである。分け隔てなく（ 「布」 ） 、 施すこ （ 「施」 ）であり、無所得に見返りを求めない実践である。この布施の教えを日常に即した教えとして説かれる「無財の七施 がある。その詳細































































している。仏教の教えで「六波羅蜜」の「精進（真実をたわまず完成すること） 」に基づく内容であり 日々の遊びや生活において常 努
― XV ― ― XIV ―









励もう。 」とし 仏教の教え 「六波羅蜜」の「忍辱（苦難に耐え忍ぶこと） 」に基づく内容である。
12月８日は「成道会」であり、







１月のねらいは「和顔愛語」であり、 「寒さに負けず、 仲よく遊ぼう。 」
としている。仏教の教えで「四摂法」 愛語（やさし ばを用















３月のねらいは「智慧希望」であり、 「希望をもち、 楽しく暮らそう。 」
― XVII ― ― XVI ―
としている。仏教の教えで「六波羅蜜」の「智慧（真実の智慧を得ること） 」に基づく内容で、仏教では「智慧」と「慈悲」の両面一体の自己を理想としている。深淵なる仏の智慧を得る 同時に、広大な慈悲の実践 説くものであ 即ち 智慧 完成と同時に慈悲の実践が大切なことであり、保育の現場においても自ら正しい智慧を獲得すると同時に、他の人々に対する慈悲の実践の大切さについて教え、導く必要がある。同時に三月は年度末であり、 進級、 進学の喜びの心で日々の生活を送ることが大切である。即ち、 「三心」の中 「喜心 心で、喜び 心を持って日々 生活 送り、希望を持ち、今後 学びや生活の基礎となる正しい智慧を獲得することが大切であることにつながっている。
以上のように日本仏教保育協会の示す「仏教保育の三綱領」の実践
としての各月の徳目を、 『典座教訓』 説かれる「三心（ 「喜心」 ・ 「老心」 ・ 「大心」 ） 」の教えにに対応させて読み取 とができる。即ち、道元禅師の説く教えが、仏教保育の現場に展開する ができる。そして、これら道元禅師の「命の尊厳」 教えを保育の現場 展開すことによって、将来の社会を担う子どもたちの健全な発達に資す 教えとなるといえる。６．まとめ
上述のように、幼児期の教育・保育では、 「心が動かされる体験」
をとても大切にしてい 。仏教保育においては仏教 教え 行事などを通じて様々な体験をさせ ことが十分可能である。 『幼稚園 育要領』では、 「幼児が様々な人やものとのかかわりを通し ，多様な体




の教えや、様々な仏教行事を通して「命の尊厳」を説く種々の教材を提示し、 意図的な教育・保育が展開されることが有効となる。 その中で、保育者自身も動植物の死などの実体験を通して、命のはかなさを子どもたちに伝え、乗り越え 生きることの重要性を伝えていくことが必要である。そして幼児期の宗教心の開発において、 中心に、心の活動を活発にすることが大切なことである。その一つの例として、 道元禅師の『典座教訓』の「三心」 教えをここに取り挙げ、幼児期の発達に即した内容で「命の尊厳」の真意を伝 ていくことの大切さを捉えることができた。
また、幼児期の教育・保育は「生涯教育」の第一歩である。子ども




ち、この幼児期の遊びや生活の中で積み重ねられた子ど 育ちを援助し、幼児期以降 学び 生活につなげていく役割 持ってい ということである。そこで幼児期にふさわ い「環境」を調えることが大切である。即ち、 「環境を通して行う教育」 ある。 「環境」は自然との触れ合いの中で 様々な「心を豊かにする」要素が数多く入っ いる。そこで保育者が意図的に「環境」を構成し、子ども 様々な体験ができるように常に配慮していく とである。その「環境を通して行う教育」においては、保育者の意図的な指導が必要となる。それ故に
































― XIX ― ― XVIII ―
防止を図り、 あわせて自殺者の親族等の支援の充実を図り、もって国民が健康で生きがいを持って暮らすこと できる社会の実現に寄与することを目的とする。 」
と述べられている。また、関係者の連携協力について第八条に、




い、幼稚園及び特別支援学校の幼稚部を除く。第十七条第一項及び第三項において同じ。 ） 、自殺対策に係る活動を行う民間の団体その他の関係者は、自殺対策の総合的かつ効果的な推進 ため、相互に連携を図りながら協力するものとする。 」
と述べられている。そして、心の健康の保持に係る教育及び啓発の推進等として児童、生徒に関する項目として第十七条３に、













































「理想的な人間像を相互にともに体現、身現し相互に恭敬礼拝する心構えを要望す のである。これは現時点に立つ人類の世界的課題を解決する人間尊重のかぎ なるであろう。個人 独立自存の尊厳、基本的人権を神聖不可侵として尊重する国連憲章、ユネスコ精神、日本国の平和憲法、教育基本法等法規上の宣言はそのまま二千五百年前シャカが人間性の尊厳本来 ペルソナの面目資格について天上天下唯我独尊と宣言したも と相通じた信念であ 。天地人






















































































































































































 『金沢文庫本（写真版） 』 ）は、崇寧二年（一一〇三年）
刊行、北宋の長蘆宗賾撰である。中唐から宋代にかけての禅宗寺院における修行僧の生活規範である清規を集大成したもので、現存するものでは最も古 といわれている。道元禅師































































「迦葉菩薩。偈ヲモテ釋迦牟尼佛ヲホメタテマツルニイハク。發心畢竟二無別。如是二心先心難。自未得度先度 。是故我禮初發心。初發已爲天人師。勝出聲聞及縁覺。如是發心過三界。是故得名最無上。發心トハ。ハシメテ自未得度先度他ノ心ヲオコスナリ。コレヲ初發菩提 トイフ。（中略）衆生ヲ利益ストイフハ 衆生ヲシテ自未得度先度他ノココロヲオコサシムルナリ。自未得度先度他ノ心ヲオコセルチカラニヨリテ。ワレホトケニナラントオモフヘカラス。







「迦葉菩薩、偈をもて釈迦牟尼仏をほめたてまつるにいはく、発心畢竟二無別、 《発心と畢竟と二、別無し、 》如是二 先心難。 《是の如くの二心は先の心難自未得度先度他、 《自れ未だ度ることを得ざるに先づ他を度す、 》是故我礼初発心。 《是の故に我れは初発心を礼す。 》
― XXI ― ― XX ―















































・ 『教育小六法（平成二十五年版） 』 （学陽書房）・ 『幼稚園教育要領』 （文部科学省・ 『保育所保育指針』 厚生労働省）
　
































『典座教訓』を中心にして―」 （ 『駒沢女子短期大学研究紀要』 ）
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